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林内歩道の⾵景は森林散策の満⾜感を
    どのように形成するか
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１．楽しい森を作るには
  せっかく森に遊びに⾏くからには，誰しも⼗分満
⾜して帰りたいと思うだろう。より好ましい森林レク
リエーション空間を作ろうとすることは，つまり，多
くの⼈にとって⾼い満⾜感が得られるように空間を計
画することである。それでは，その満⾜感とはどのよ
うな性質を持ったものなのだろうか。
  ここでは，森林を散策中に体験する多様な出来事
の積み重ねの中から，満⾜感が形成されていく図式
を，特に⾵景を⾒る体験との関係から探った研究を紹
介する。
 
２． 標識サンプリング法
  標識サンプリング法は，利⽤者の動線上の任意の
複数箇所に標識を明⽰し，被験者がその地点を通った
時点での⼼象評価を⾏う⽅法である。調査対象地は京
都⼤学芦⽣演習林内の歩道で，起点より約２．５ｋｍ
を対象として１０地点の標識を設置した。被験者は６
〜７⽉の週末に，実際に散策を⽬的として訪れた⼀般
の来訪者４３名である。原則として起点を通過した全
来訪者に対して趣旨と⽅法を説明し，同意を得た来訪
者を被験者とした。年代的には４０〜５０代が多く，
初めて訪れた⼈が約４割であった。
  各地点ではその場での満⾜度や景観の好ましさな
どについて７段階で評価を⾏った。そして各地点での
満⾜度がどのように規定されているのかを探るため，
重回帰分析を⽤いて満⾜度の予測モデルを作成し，他
の評価項⽬との関連を解析した。
 
 

３． 持続する満⾜感
 図１は１０地点の満⾜度評価の変動である。地点の
環境に敏感に反応するというよりは，起点から終点へ
向かって評価が上昇する傾向を⽰した。重回帰分析か
らは，ある地点における満⾜度を決定する要因とし
て，その地点の好ましさと直前の地点の満⾜度が強く
効いていること，また直前地点までの満⾜度の最⾼値
も影響を与えていることが⽰された。そして，観測さ
れた満⾜度の約６７％はこの重回帰モデルによって説
明することができた。
  つまり，ある地点での満⾜感は，そこへ⾄るまで
に得られた体験からくる満⾜感に強く規定されつつ，
その地点の景観的な好ましさが加味されて構成されて
いた。このような「持続する満⾜感」というアイデア
は，単にレクリエーション林の計画に留まらず，多様
な森林観光資源をリンクさせる際にも応⽤ができる。
例えば，エントランス付近で魅⼒的な景観資源にアク
セスできるように，空間設計に配慮することなどが考
えられる。
 

図１． 満⾜度の変動


